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はたして人は、生命の
自然本来の活動以外
のものを、それぞれの
ものにとっての善である
と、言うことができるで
あろうか

プロティノスのエネアデス
「プロティノスの第一の善とその他の善について」I-7-(54)

適宜、自分なりの注を加えてあるの
で、オレンジ色で示すことにする

訳注における著者名のない引用はプラトン
の著書である

死は否定されていない

またもし或るものが多くの
部分から成っているなら
ば、<それのよりよい部分に
固有で、自然に合致し、決
して尽きることのない活動>
が、その或るものにとって
の善であると言えるのでは
なかろうか（アリストテレス
『ニコスマス倫理学』
I8,1098b）

魂の活動こそが、その魂にとっ
ての自然本来の善であることに
なるだろう。しかし、もしその魂
が最善なる魂であって、それの
活動が最善なるものに向けら
れているのでもあれば、その最
善なるものはたんにその魂に
とっての善であるばかりでなく、
端的に<善>でもあるだろう

それゆえ、もし或るものが「<諸存在の
うちの最善なるもの>であり、<諸存在
を超えたかなたにあるもの（『国家』
VI509b9）>であるから、他に向かって
活動することをせず、他のものがそれ
に向かって活動する」のであれば、明ら
かに、その或るものこそ<善>であり、
他の諸存在が善にあずかることができ
るのも、その<善>ゆえにであることに
なるだろう

なお、他の諸存在ーーすな
わち、右に述べたような仕
方で善をもつものーーは二
通りの仕方で、つまり、「そ
の<善>に類似すること」と
「その<善>に向かって活動
すること」によって善をもつ
のである

それゆえ、もし最善なるものへ
の欲求と活動が善であれば、<
善>は他のものに目を向けるこ
ともなければ他のものを欲求す
ることもなく、ただただ静かにと
どまっている「泉」であり、自然
的諸活動の「源」であって（『パ
イドロス』245c9）他のものに
活動を向けることなしに

他のものを<善
の形相をもった
もの>たらしめる
「泉」であり、
「源」であること
になる

ーーなぜなら、
他のものがそれ
に向かって活動
するのであるか
ら－̶

すなわち、この「源」とし
ての<善>は、活動に
よって善であるのでも
なければ直知の働きに
よって善であるのでも
なく、ただただ自己自
身にとどまっているこ
と、そのことゆえに善な
のである

なぜなら、それは、
真実在を超えたか
なたにあるものであ
るがゆえに活動を
超え、知性や直知
の働きを超えて、そ
のかなたにあるから
である

それにまた、<すべては
それに依存するけれど
も、それ自体はいかな
るものにも依存すること
のないもの>をこそ、わ
れわれは<善>としなけ
ればならないからでも
ある

なぜなら、<善>を
そのようなものとみ
なすことによっての
み、「すべてがそれ
を欲し求めるもの」
という定義（アリスト
テレス『ニコマコス
倫理学』
I1,1094a3）も真と
なるからである

それゆえ、すべては<善
>へと向きをかえるが、
<善>は静かにとどまっ
ているのでなければな
らないのであって、それ
は、すべての半径の源
たる中心に対する、円
周の関係に似ているの
である

それにまた太陽も例としてあげること
ができよう。すなわち、太陽は光に対す
る中心のようなものであって、この太陽
から発する光は太陽に依存しているの
である。とにかく、光はたとえどこにあろ
うと、太陽とともにあり、太陽から切り離
されることはないからであって、たとえ
君が光を別の方へ切り離そうとしても、
光は太陽の方を向いているのである
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だが、他のものはすべ
て、どのような仕方で<
善>の方を向いている
のであろうか

魂のないものは魂の方
を向き、魂は知性を通
して<善>の方を向いて
いるのである。しかし、
魂のないものも、そのそ
れぞれが或る意味では
一つであり、或る意味
では存在なのであるか
ら、<善>の一部を持っ
ているのである

それに、魂のないも
のも、形相にあず
かっているのであ
る。それゆえ、魂の
ないものは、「一や
存在や形相にあず
かっている」という意
味で<善>にもあず
かっているのである

してみると、魂のな
いものは、影像にあ
ずかっていることに
なる。なぜなら、魂
のないものが分有
しているのは、存在
や一の影であり、形
相も、同様に影だか
らである

だが、これに対し
て、魂の生すなわち
知性につづく第一
位の魂の生は、真
実により近いところ
に位置を占め、それ
は知性を通して<善
の形相>をもつので
ある

もっとも、それは
<善>を観ること
ができれば、<
善>をもつこと
ができるのだろ
う。しかし<善>
の後には知性
があるのである

してみると、生をもっている
ものにとっては、生命が善
であり、知性にあずかってい
るものにとっては、知性が
善であることになるであろ
う。したがって、生命と知性
をもっているもにとっては、
<善>への道も二通りあるこ
とになるであろう
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だが、もし生命が善きものであ
れば、生あるもののすべてが、
その善きものをもっているので
あろうか。いや、そうではない。
劣悪な人の生命は不具で、
はっきりと見ない人の眼のよう
なものである。なぜなら、その
眼は自らの機能をはたしていな
いからである

では、もしわれわれ
の生が－̶その生
には劣悪なものが
混じり合っているの
だが－̶善きもので
あれば、どうして死
が悪しきものでない
ことがあろうか

その死は、いったい
だれにとって、悪し
きものなのであろう
か。悪しきものは、
必ず或るものに生じ
るのでなければなら
ないのである

－̶しかし、悪しき
ものは、<もはや存
在していないもの>
や<存在していても
生命を欠いているも
の>には生じないの
である。だから石に
も、悪しきことは生
じないのである－̶

だが、もし死後も生
命や魂が存続する
とすれば、その魂は
肉体に妨げられるこ
となしに自らの機能
を高度に発揮する
のであるから、それ
だけ善きものである
ことになるであろう

それに、その魂が
全霊の一部となれ
ば、そこに居を占め
ているその魂に、ど
んな悪しきものが生
じるのであろうか

要するに、神々には
善きことこそあれ、
悪しきことは何もな
いように、自己の純
粋清浄さを保ってい
る魂にも、悪しきこ
とは生じないのであ
る

だが、魂が純粋さを保っていな
くても、死はその魂にとって悪
しきものではないであろう。生こ
そ悪しきものなのである。それ
に、たとえ魂が冥府において罰
を受けることがあっても、やはり
そこでも、その魂にとっては、生
こそが悪しきものなのである。
なぜなら、その生は、純粋な生
ではないからである

しかしながら、もし魂と
肉体の結合が生で、両
者の分離が死であれ
ば、魂は生と死の両方
を受容しうるものである
ことになる。しかし、もし
生が善きものであれ
ば、どうして死は悪しき
ものではないのだろう
か

善き生をもっている人びと
にとっては、むろん、生は善
きものである。ただし、その
生は、それが魂と肉体との
結合である限りにおいて善
きものであるのではなく、徳
でもって劣悪なものを寄せ
つけないからこそ、善きもの
なのである

だが、これに対して、死はもっと善
きものなのである。いや、むしろ、わ
れわれは、「肉体のなかにある生
は、それ自体が劣悪なものである
けれども、魂が<合成されたもの>
の生をおくらずに、この世において
であっても、自己自身を肉体から
分離する場合には、その魂は徳ゆ
えに善きものとなる」と言うべきで
あろう


